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第３章  子ども・子育てを取り巻く現状 

1．教育・保育施設事業などの状況 

1-1．教育・保育施設 

 本市における教・保育に関する施設は次のとおりです。 
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1-2．児童福祉に関する事業所 

本市には、児童福祉に関する事業所として、障害児を対象としたサービス事業所及び社会的養

護施設が計 13 施設存在します。 
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1-3．経済的支援の状況（令和７年３月末時点） 

 本市で行っている経済的支援事業は次のとおりです。 

 

事業名 事業内容 

幼児教育・ 

保育の無償化 

未就学児の保護者の経済的負担軽減のため、国の基準に沿って、保育所・認定こ

ども園・幼稚園・地域型保育事業や、幼稚園・認定こども園の預かり保育、一時

預かり事業、病児保育事業、認可外保育施設などを利用する際の保護者負担金

（保育料・利用料）の無償化を行っています。（※大竹市ホームページ参照。） 

児童手当 家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健全な育

成を図るため、０歳から高校生年代の児童を養育している人に手当を支給してい

ます。 

【支給月額】令和６年10月分以降 

第１子、第２子 … ３歳未満：15,000 円、３歳以上：10,000円 

第３子以降 … 30,000円 

    ※監護担当・生計費負担のある大学生年代までの子を最年長者から 

第１子、第２子、第３子…と数えます。 

児童扶養手当 父親または母親と生計を同じくしていないひとり親家庭等の児童や、母親また

は父親が一定の障害の状態にある児童に対する福祉の増進を図るため、手当を

支給しています。 

【支給月額】令和６年11月以降 

45,500円〜10,740円／人     ※所得制限あり 

第２子以降は10,750円〜5,380円／人   加算 

特別児童扶養手当 精神または身体に障害のある児童を監護している方に対して、障害のある児童

の福祉の増進を図るため、手当を支給しています。（申請の受付・受給資格の

認定などの手続きは市で行い、審査・手当の支給は広島県が行います。） 

【支給月額】令和６年４月以降 

〔障害等級１級〕55,350円／人 

〔障害等級２級〕36,860円／人  ※所得制限あり 

障害児福祉手当 重度の身体、知的または精神障害があるため、日常生活において常時の介護を

必要とする状態にある在宅の20歳未満の児童に手当を支給しています。 

【支給月額】令和６年４月以降  15,690円  ※所得制限あり 

ひとり親家庭等 

医療費助成 

ひとり親家庭の生活の安定と、保健の向上に寄与するため、医療費の助成を行

っています。 

【受診時一部負担金】 

医療機関ごとに１日500円。薬局は不要。※所得制限あり 

ただし、１医療機関につき通院は月４日まで、入院は月14日まで本人負担。 
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事業名 事業内容 

高等職業訓練 

促進給付金 

ひとり親家庭の保護者の就労支援や生活の安定のため、就労に必要な資格（看

護師、介護福祉士、保育士、社会福祉士、調理師ほか）の取得のための養成訓

練の受講期間中の生活手当として給付金を支給しています。 

【支給金額】 

・訓練促進給付金 （市民税非課税世帯）月額100,000円 

（その他の世帯）    月額 70,500円 

※最終学年の場合、４万円上乗せ支給あり。 

・修了支援給付金 （市民税非課税世帯）50,000円 

（その他の世帯）    25,000円 

【支給期間】最長４年 

※修了支援給付金は養成機関の受講修了時のみ。 

自立支援教育訓練 

給付金 

ひとり親家庭の保護者の職業能力の開発・向上に資する教育訓練講座の受講に

必要な費用に対して給付金を支給します。 

【支給金額】 

対象講座受講のために支払った費用（教育訓練費）の60％相当額 

※上限20万円。ただし12,000円以下の場合は支給しない。 

特定者用定期 

乗車券購入助成 

児童扶養手当を受給している方が、通勤のためにＪＲの通勤定期券を購入する

際に３割引になる証明書を発行します。 

母子・父子・寡婦 

福祉資金貸付事業 

母子家庭・父子家庭・寡婦の生活の安定と、その児童の福祉の増進を図るため、

各種資金の貸付を無利子または低利子で行います。（貸付の相談、受付などは

市で行い、審査・決定などは広島県が行います。） 

【貸付金の種類】 

修学資金、修業資金、生活資金、技能習得資金、就学支度資金、 

就職支度資金など 

就学援助 経済的な理由によって、就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対して、

学用品費などの援助を行います。 

奨学金貸付事業 就学を支援するとともに、有用な人材育成を図るため、経済的理由により修学

が困難な高校生・大学生に対して、奨学金の貸与を行います。 

出産・子育て 

応援給付金 

妊娠中から出産・子育て期までを安心して過ごしていただけるように「伴走型

支援」を行い、併せて、経済的支援として、出産・子育て世帯に10万円（妊娠

時に５万円・出産時に子ども１人あたり５万円）を給付しています。 

こども医療費助成 子どもに伴う医療費の一部を助成することにより、子どもの疾病の早期発見と治

療を促進し、子育てに係る経済的負担の軽減を手助けすることで、子どもが健や

かに育成することができるようにするため、医療費の助成を行っています。 

【受診時一部負担金】 

医療機関ごとに１日500円。薬局は不要。 

ただし、１医療機関につき通院は月４日まで、入院は月14日まで本人負担。 
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事業名 事業内容 

おむつ等宅配事業 生後２か月〜満３歳（誕生月）の乳幼児のいる家庭に対し、子育て経験のある配

達員が2か月に1回、乳幼児１人あたり3,300円相当のおむつやおしりふき等を届

け、母子の健康状態の確認や相談対応、子育ての情報提供を行います。 

妊産婦健康診査等

支援事業 

安心して出産に備えることができるよう、出産費用などの一部を助成します。 

妊婦健康診査の受診回数に応じて助成することにより、妊婦健康診査の受診を

促し、より安全な出産が行えるよう支援します。 
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1-4．保健・医療の状況 

本市における保健・医療の事業は、次のとおりです。 

 

■乳幼児健康診査 

事業名 主な内容 備考 

乳児健康相談 

（４か月児健診） 

⚫ えほんでハートフル 

⚫ 身体測定 

⚫ 内科診察 

⚫ 栄養相談 

対  象：４か月児 

個別通知：あり 

会  場：にじいろこども園 

１歳６か月児健診 ⚫ ブラッシング指導（希望者のみ） 

⚫ 身体測定 

⚫ 内科・歯科診察 

⚫ 栄養相談 

⚫ 心理士による発達相談 

対  象：１歳６か月児 

個別通知：あり 

会  場：にじいろこども園 

３歳児健診 ⚫ 尿検査 

⚫ 身体測定 

⚫ 内科・歯科診察 

⚫ 視機能検査（スポットビジョンスクリーナー） 

⚫ 栄養相談 

⚫ 心理士による発達相談 

対  象：３歳７か月児 

個別通知：あり 

会  場：にじいろこども園 

 

■小児医療関係事業 

事業名 事業内容 

休日診療所運営 

事業・在宅当番医制

運営事業 

市民の安心を増すため、休日における急病者に対する診療・応急措置を行

っています。（通常の診療はおおむね15歳以上。年末年始の診療は小児科

医による診療あり。） 

在宅当番医制運営事業は大竹市医師会に委託し、専門的な診療が受けられ

るようにしています。 

＃7119 

救急相談センター 

24時間365日体制で圏域内の住民からの電話に対し、急な病気やケガで救急

車を呼ぶか、医療機関を受診すべきか迷った際に、相談員（看護師）が電話

で聞きとった相談者の訴えや症状に基づき緊急度を判定します。その結果、

119番への転送またはかけ直しの要請や助言などを行います。 

＃8000 

小児救急医療 

電話相談 

（こどもの救急電話相談） 

夜間に子どもが急病になったときに、相談員（看護師）が、受診の必要性や

ご家庭でできる応急処置などを電話でアドバイスします。 

【対応時間】毎日19：00〜翌朝8：00 

 



 

14 

 

第

３
章 

2．地域の状況 

2-1．人口の推移 

全国的に人口減少が進む中、本市の人口も減少傾向で推移しており、令和６年は 25,551 人と令

和 2 年からの 4 年間で 4.5％減少しています。また、本市の人口は、令和 11 年には 23,232 人に

なると推計されており、令和 6 年に比べて 9.1％減少する見込みとなり、減少幅の拡大が予想され

ています。 

年齢３区分別にみると、15 歳未満の年少人口は、令和６年は 2,663 人と前年に比べて 137 人減

っており、過去 4 年間で最も減少数が多くなっています。また、令和 11 年の推計では 1,988 人

と、令和 6 年に比べて 675 人減少する見込みとなっており、今後、年少人口の減少ペースが速ま

ることが予想されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口の推移（推計） 

 

出典：住民記録 年齢別人口集計表（各年 3月 31 日時点） 

2,894 2,879 2,805 2,800 2,663

14,481 14,281 13,994 13,853 13,570

9,384 9,409 9,435 9,361 9,318

26,759 26,569 26,234 26,014 25,551

0

10,000

20,000

30,000

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

（人）

15歳未満 15～64歳 65歳以上

2,663 2,527 2,381 2,259 2,111 1,988

13,570 13,366 13,176 12,989 12,820 12,636

9,318 9,202 9,067 8,923 8,766 8,609

25,551 25,094 24,624 24,170 23,697 23,232

0

10,000

20,000

30,000

令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

（人）

15歳未満 15～64歳 65歳以上

出典：令和６年 住民記録 年齢別人口集計表（3月 31日時点） 

     令和７年〜11 年 コーホート変化率法により算出 

コーホート変化率法：「コーホート」とは、同じ年（又は同じ期間）に生まれた人々の集団のことをいい、
「コーホート変化率法」とは、各コーホートについて、過去の実績人口の推移から
変化率を求め、それに基づき将来人口を推計する方法です。 
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2-2．出生の状況  

 出生数・出生率(※1)は、ともに令和２年に一度増加に転じたものの、令和 3年には再び減少し

ています。平成 29 年から令和３年にかけて、出生数は 191 人から 135 人へと 56 人、出生率は

7.0‰から 5.1‰へと 1.9‰減少しています。 

合計特殊出生率(※2)をみると、平成 24 年以降は全国平均よりも概ね高い値で推移していまし

たが、令和３年では全国平均を下回っています。令和２年は一時的に増加して 1.55 となり、全国

平均、広島県平均を上回ったものの、令和３年は 1.21 と平成 20 年以来最も低い数値となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 出生数と出生率の推移 

※1：出生率とは、人口 1000 人当たりの 1 年間の出生児数の割合のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 合計特殊出生率 

※2：合計特殊出生率とは、15 歳から 49 歳までの女性の各年齢の出生率を合計し、一人の女性が生涯に何人の子

どもを産むのかを推計したものです（一人の女性が一生の間に産む平均の子ども数）。 

出典：人口動態統計年報 

出典：人口動態統計年報 
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2-3．子どものいる世帯数 

子どものいる世帯数は、減少傾向で推移しています。平成 12 年から令和２年にかけて、18 歳

未満の親族がいる世帯数は 3,076 世帯から 1,938 世帯へと、6歳未満の親族がいる世帯数は 1,184

世帯から 769 世帯へと、それぞれ約 37％、約 35.1％減っています。 

ひとり親世帯数は、母子世帯・父子世帯とも平成 22 年以降は減少傾向で推移しています。令和

２年では、母子世帯数が 136 世帯、父子世帯が 18 世帯と合計で、154 世帯がひとり親世帯となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 子どものいる世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ひとり親世帯数の推移 
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2-4．女性の就業状況 

女性（25〜44歳）の就業率は、この 20 年間全国平均を上回る形で上昇の一途をたどっており、

令和 2 年には 68.1％となっています。 

また、年齢別就業率について、平成 22年と令和２年の状況を比較すると、令和２年ではすべて

の年齢階級で就業率が平成 22 年を上回っています。 

令和 2 年の特徴的な傾向としては、平成 22 年において就業率が低かったいわゆる「M 字カー

ブ」の谷の部分である「30〜34歳」の就業率が上昇した点や、「45〜49歳」及び「55〜59 歳」の

就業率が上昇した点が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 女性の就業率（25〜44 歳）の推移 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図 年齢別就業率の年次比較 
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2-5．在留外国人数の推移 

 在留外国人数は概ね微増傾向で推移しており、令和５年は 420 人と過去５年間で最も多くなっ

ています。なお、全人口に占める在留外国人の割合は 1.6％となっています。 

 在留外国人の子どもの数についても微増傾向で推移しており、令和５年は 26 人となっていま

す。このうち、13 歳〜18歳の中学生以上は 15人と半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 在留外国人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 在留外国人の子どもの数の推移 

 

  

出典：住民記録 年齢別人口集計表（市人口は各年 3月 31 日時点、在留外国人数は各年 12 月 31日時点） 

出典：住民記録 年齢別人口集計表（市人口は各年 3月 31 日時点、在留外国人数は各年 12 月 31日時点） 
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2-6．障害のある子どもの状況 

（1）障害のある子どもの人数 

障害のある子どもの人数は微増傾向で推移しており、令和５年度は 67人となっています。 

このうち知的障害のある子どもは 43人と全体の約６割を占め、身体障害のある子どもは 17人

と全体の約３割、精神障害のある子どもは７人と全体の約１割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 障害のある子どもの人数の推移 

 

（2）特別支援学校に通う児童・生徒数 

 特別支援学校に通う児童・生徒の人数(※)は微増傾向で推移しており、令和６年は 21 人となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 特別支援学校に通う児童・生徒数の推移 

※上記児童・生徒数は、大竹市教育委員会において把握している人数で集計したものです。 

出典：庁内資料（障害者手帳等取得人数より） 

出典：庁内資料 
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2-7．困難を抱える子どもの状況 

（1）小中学校のいじめ認知件数 

小中学校におけるいじめの認知件数は、増減を繰り返しながら年間概ね 15 件前後で推移してい

ます。令和５年は 19件と前年に比べて６件増え、過去５年間で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 いじめ認知件数（小学校・中学校）の推移 

 

（2）小中学校による不登校認知件数 

小中学校による児童・生徒の不登校(※)認知件数は、令和３年以降増加傾向で推移しています。

令和５年は 70 件と、令和元年と比べて約２倍に増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 小中学校への不登校認知件数の推移 

出典：庁内資料 

出典：庁内資料 
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（3）児童虐待相談対応件数 

本市が対応した児童虐待の相談対応件数は、増減がありながらも令和 2 年度以降は微減傾向で

推移していましたが、令和 5年度には急増し、相談対応件数は 52件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 児童虐待相談対応件数の推移 

 

（4）社会的養護を必要とする児童数 

 社会的養護(※)を必要とする児童数は、年間 10 人程度で推移していましたが、令和 5年度には

5 人に減少しています。 

また、令和５年度は４人が児童養護施設、１人が里親に預けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 社会的養護を必要とする児童数の推移 

※社会的養護：「子どもの最善の利益のために、社会全体で子どもを育む」ことを理念として、保護者のない児童

や、保護者に監護させることが適当でない児童を社会的に養育し、保護するとともに、養育に大き

な困難を抱える家庭への支援を行うことを言います。 

出典：県こども家庭課資料 

出典：県こども家庭課資料 
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3．ニーズ調査結果 

3-1．調査概要 

本計画（令和７年度〜11年度）を策定するにあたり、市民の皆様の子育てに関する事業の利

用状況や今後の利用意向等を把握するため、ニーズ調査を実施しました。 

≪ニーズ調査の概要≫ 

対象者 

⚫ 就学前児童が属する 800 世帯 

⚫ 小学生児童が属する 800 世帯 

※無作為抽出による 

調査方法 
⚫ 調査票の郵送配布・郵送回収 

⚫ WEB アンケート（Google フォームを使用） 

調査期間 ⚫ 令和 6年 1 月 16 日〜1月 31 日 

有効回収率 

⚫ 配布数 1,600 件（就学前児童 800 人、小学生児童 800人） 

⚫ 有効回収数 871 件（就学前児童 429 人、小学生児童 442人） 

             (郵送回答 555 件、WEB 回答 316 件) 

⚫ 有効回収率 54.4％（就学前児童 53.6％、小学生児童 55.3％） 

            (郵送回答 34.7％、WEB 回答 19.8％) 

※ニーズ調査結果の割合は、小数点第 2位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない箇所があります。 

※グラフ・表中の「ｎ」はアンケートの有効回収数を示しています。 
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3-2．調査結果 

3-2-1．主な子育て実施者 

Ｑ：子どもの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか？【〇はひとつ】 

 就学前児童、小学生児童ともに、「父母ともに」が約 7 割、「主に母親」が約 3 割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 主な子育て実施者 

 

3-2-2．子どもを預ける人の有無 

Ｑ：日頃、子どもを預かってもらえる人がいますか？【〇はいくつでも】 

 就学前児童、小学生児童ともに、2〜3割程度の方が「日常的に祖父母などの親族に預かっても

らえる」と回答し、6〜7割程度の方が「緊急時または用事の際には祖父母などの親族に預かって

もらえる」と回答しています。 

 一方で、就学前児童、小学生児童ともに 1 割を超える方が「子どもを預かってもらえる人はい

ない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 子どもを預ってもらえる人の有無  
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3-2-3．子どもの病気の際の対応 

（1）この１年間に、病気やけがで休まなければならなかったこと 

Ｑ：この１年間に、子どもが病気やけがで幼稚園や保育所を休まなければならなかったことが

ありましたか？【〇はひとつ】 

 就学前児童で約 9 割、小学生児童で約 8 割の方が、子どもが病気やけがで幼稚園や保育所、学

校等を休まなければならなかったことが「あった」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 子どもが病気やけがで幼稚園や保育所を休まなければならなかったことの有無 

 

（2）病気やけがで休まなければならなかったときの対処法 

Ｑ：子どもが病気やけがで幼稚園や保育所を休まなければならなかった時、この１年間に行っ

た対処方法についてお教えください。【〇はいくつでも】 

 子どもが病気やけがで幼稚園や保育所、学校等を休まなければならなかった場合、就学前児童

では、約 8 割の方が「母親が仕事を休んだ」、約 4割の方が「父親が仕事を休んだ」と回答し、小

学生児童では、約 7 割の方が「母親が仕事を休んだ」、約 3割の方が「父親が仕事を休んだ」と回

答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.8%

81.7%

6.0%

18.3%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童(n=316)

小学生児童(n=442)

あった なかった 無回答・不明

80.7%

40.3%

26.6%

16.9%

6.2%

0.0%

0.0%

0.7%

2.8%

67.3%

28.3%

16.3%

21.9%

1.7%

0.0%

0.0%

9.7%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

病児・病後児保育事業を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

就学前児童(n=290)

小学生児童(n=361)
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3-2-4．子育てに関する悩みや喜び 

（1）子育てについて日頃悩んでいることや気になること 

Ｑ：子育てについて、日頃悩んでいることや気になることについてお教えください。 

【〇はいくつでも】 

 就学前児童、小学生児童ともに、「子どもの病気や障害、発育や発達に関すること」が第 1 位と

なっているほか、「子どもの食事や栄養に関すること」、「子どもと接する時間や余裕が十分に持て

ないこと」、「子育てのための出費や仕事の収入面などから、経済的な負担が大きいこと」がいず

れも上位 5 位に入っています。 

 また、就学前児童では「子育てが忙しくて、仕事も含めて自分のやりたいことが十分にできな

いこと」が第 5 位に、小学生児童では「子どもの友人関係や、登園・登校に関すること」が第 3位

に入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 子育てで悩んでいることや気になること 
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小学生児童(n=442)
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（2）子育ての中で、喜びを感じたことや良かったこと 

Ｑ：子育ての中で、喜びを感じたことや良かったことについてお教えください。 

【〇はいくつでも】 

 就学前児童、小学生児童ともに、「子どもが成長していく姿や、元気に過ごしているのを見るの

が嬉しいこと」が第 1 位となっており、また、「子どもとふれあっている時間が楽しいこと」、「子

どもがいることで、家庭が明るくなったり、家族の絆が強くなること」が第 3 位以内に入ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 子育ての中で喜びを感じたことや良かったこと 
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特にない

無回答

就学前児童(n=429)

小学生児童(n=442)
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3-2-5．子育て支援全般 

（1）市に対する子育て支援の要望 

Ｑ：市に対して、どのような子育て支援を充実してほしいですか？【〇はいくつでも】 

 就学前児童、小学生児童ともに、「子育て世帯への手当など、経済面への支援を充実させてほし

い」が第 1 位、「子どもが安全に遊べる公園などの屋外施設を充実させてほしい」が第 2 位、「子

どもが安全に遊べる屋内施設（子育て支援センター・児童館など）を充実させてほしい」が第 3位

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市に対する子育て支援の要望 
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どもを預けられる支援

障害などを持つ子どもや家庭への支援

子育て世帯への手当など、経済面への支援

子どもの居場所（子ども食堂や学習支援等）

ICTによる子育て支援
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（2）大竹市での子育ての印象 

Ｑ：大竹市での子育てに関して、どのような印象を持っていますか？【〇はいくつでも】 

本市での子育てに関して、「障害など配慮の必要な子どもを安心して育てられるまちだ」という

印象を持っている方が就学前児童で 2 割、小学生児童で 3 割を下回っているように、低い割合と

なっています。 

その他、就学前児童、小学生児童ともに、「子ども同士や親子で遊んだり過ごす場所が充実して

いるまちだ」や「公共施設、店舗などが、子育て世帯に配慮されているまちだ」という印象を持

つ方の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 大竹市での子育ての印象 
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3-2-6．自由記述 

（1）自由記述の項目別件数 

 就学前児童、小学生児童の合計では、「公園・遊び場」に関する記述が 88 件と最も多く、以下、

「医療」に関する記述が 69 件、「支援策」に関する記述が 54 件、「道路」に関する記述が 38件と

なっており、これらのことについて多くの方が関心を持っている様子が伺えます。 

 

≪自由記述の項目別件数≫ 
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（2）自由記述の内容 

 就学前児童、小学生児童の合計で 3件以上挙げられた意見は次のとおりです。 

 

≪自由記述の内容≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


